題『未来からのメール』
作者名：〇〇（ペンネームでも可）

■登場人物

役:主人公
名前:牧瀬徹（まきせとおる）
職業:会社員（兼産業スパイ）
年齢：34歳
性別：男性
























起

場面1

[bookmark: _GoBack]牧瀬徹は産業スパイである。もちろん新卒の頃から産業スパイを期待されて入社したわけではない。入社した会社で渉外の技術に目をつけられ、競合他社に送り込まれることとなったのだ。牧瀬の産業スパイ歴はもう10年にもなる。競合他社の情報セキュリティが厳しく、立場のある人間しか閲覧できなかったため、それほどの時間がかかってしまった。
今ではもう、産業スパイ兼課長の立場だ。時々そんな立場の自分がこっけいに思える。
しかしそんな生活も今日で終わりだった。競合他社の急成長の機密事項をつかむことができたのだ。牧瀬は会社の計画停電に乗じて会社に忍び込んだ。「財布をうっかり忘れてしまってね」とにこやかに言えば、顔なじみの警備員は苦笑しながら通してくれた。築き上げた信用のたまものだ。
そうして牧瀬は、会社の機密、「メーラー」と呼ばれるそれを手に入れたのだった。

場面2

牧瀬はノートPCによく似た「メーラー」を見ながら、理性と欲の間で揺れていた。理性では、「メーラー」の盗難が発覚する前に自分の会社に戻り、報告を行うべきだと主張している。それに対し、欲は「メーラー」を自分のものにしてしまえと牧瀬を揺さぶってくる。
なにを隠そう、「メーラー」は未来の自分と連絡がとれる機器なのだ。現在未来と連絡をとることは国際法で禁じられているので、未来と連絡をとる機会も、そのための機器もほとんど存在しない。だからこそ、牧瀬は「メーラー」を自分のものにしたくてたまらなかった。
「なにもすぐ決めなくてもいい。そうだ。一度だけ使ってみよう。それから社長に渡せばいいじゃないか」
牧瀬は欲を理性で撫で、押しとどめた。一度だけ。一度だけ。そう言い聞かせながら、牧瀬は「メーラー」を起動した。
起動しても「メーラー」の見た目は普通のノートPCと変わらないように見えた。唯一違うのは、ソフトがメールソフトしか入っていない点だ。牧瀬は震える手でメール作成のボタンを押し、こうメッセージを送信した。

俺は過去の俺だ。もしこのメッセージを受け取ったら、未来の情報をひとつくれないか。「メーラー」が正しく機能するか、会社に渡す前に確かめたいんだ。

一時間、二時間、三時間と経って、牧瀬が諦めかけたころ、「メーラー」が無機質な音を発した。慌てて牧瀬が確認すると、このようなメッセージが届いていた。

俺は十年後のお前だ。「メーラー」を手に入れたんだな。未来の情報を一つ教えてやる。明日発表される宝くじの一等の番号は、1265313だ。

そのメッセージは牧瀬の頭を興奮させ、一瞬の眠りも許さなかった。明日になれば「メーラー」の力が分かると思うといてもたってもいられず、そわそわとセーフハウスの中を歩きまわった。
果たして、未来の自分の言ったことは、寸分違わなかったのである。牧瀬は自分の心が欲に傾いていくのを確かに感じていた。

承

場面3

それからの牧瀬の生活は一変した。なにしろ未来の自分から情報をもらえるのだ。宝くじで稼ぐのも、株で稼ぐのも、思いのままだった。資産はむくむくと肥え太り、いまではもう「メーラー」を手放すことなど牧瀬には考えられなかった。
贅肉のように際限のない牧瀬の欲に対して、未来のからの返信は牧瀬自身も気が付かないほど、遅くなっていった。1日以内に来ていた返信が3日以内に、3日以内に来ていた返信が一週間以内にと、徐々に間があいていった。
牧瀬は焦れた。
「俺が裕福になれば、未来の俺も裕福になるはずだ。それなのになぜこうもたもたとしているんだ！」
稼いだ金で建てた館に、牧瀬の叫びだけが響いた。館はたいそう広いのに、牧瀬以外の人間はいない。「メーラー」の秘密を洩らさないために、使用人の一人も雇っていないのだ。で空虚な館は、どこかいびつだった。
牧瀬がそんな生活を送っていたある日。夜間。顔にかかる生ぬるい温度で、牧瀬は目覚めた。目をこれでもかと見開けば、目の前に目出し帽を被った頭がある。
「金を出せ」
それだけ言うと、覆面の不審者は牧瀬の首に刃物を当てた。その時牧瀬の頭によぎったのは、「メーラー」の隠し場所だった。
「わかった。金はあるだけ渡す。殺さないでくれ」

場面4

牧瀬は強盗が金を吟味しているうちに警察に駆け込んだ。その腕に「メーラー」、だた一つだけを抱え込んで。
駐在所のパイプ椅子をきしませる。牧瀬はいら立っている時のくせだった。
（なぜ強盗に襲われることを、未来の俺は事前に警告してくれなかったんだ！）
牧瀬には全く理解ができなかった。映画や小説などでは現在を生きている人間が死ねば、その未来に生きていたはずの人間も死んでしまう。未来の自分はそれが怖くないのだろうか。ふと、牧瀬は初めて自分自身に対して滲むような恐怖を覚えた。

転

場面5

ホテルの一室で、牧瀬は「メーラー」のキーボードを一心不乱にたたいていた。未来の自分に強盗事件の一件を問いただすためだ。牧瀬の送ったメッセージはこうだった。

運よく死ななかったとはいえ、強盗にあうくらい警告してくれてもよかったじゃないか。なにを考えているんだ？

それに対し、未来の牧瀬の返事はにべもなかった。

俺はそんな強盗事件など知らない。

順調だった未来にぽつんと黒いしみができたようだった。牧瀬はそれが不安だと知っていたが、知らないふりをした。

結

場面6

それからだった。未来の自分からの予言が外れはじめたのは。宝くじの番号を求めれば、下一桁だけが違う。株の値動きを求めれば、あいまいにぼかされる。牧瀬はすっかり「メーラー」の向こうの自分を信用できなくなっていた。
それでも「メーラー」手放さなかったのは、産業スパイとして仕事も友人も嘘を塗り固めてきた牧瀬にとって、それしかすがるものがなかったからだ。「メーラー」を手放して堅実に働くことも、生活のレベルを下げることもできず、牧瀬の生活は徐々に貧しくなっていった。
五十歳の誕生日を迎えた時、牧瀬はふと耐えきれなくなった。自分以外に翻弄される人生にも、それを許す自分自身にも嫌気がさしていた。その怒りは牧瀬以外の他者、未来の牧瀬に向かった。
牧瀬は怒りのままに「メーラー」を見据える。

お前は疫病神だ。こんなもの使うんじゃなかった。

むきだしの本音をかきつけて、牧瀬は「メーラー」の送信ボタンを押した。そうして頭を抱えた。自分自身だからこそわかる。未来の牧瀬は気を悪くして、もう牧瀬に協力しないだろう。後には職も富もない、歳だけ重ねた牧瀬が残される。
絶望する牧瀬の耳に、「メーラー」の着信音が届いた。届いたメッセージは、目を疑うものだった。

ようやく気が付いたのか。お前にとって俺は疫病神みたいなものだ。お前がどれだけ裕福になっても、俺の貧しさは変わらない。俺はお前と同じように、昔、豊かさをねたまれて未来の自分に騙されたんだ。
俺はそんなことはすまいと思っていたが、お前が徐々に羽振りがよくなるのを知って、耐えられなかった。俺と同じになってしまえと思った。
お前にもいつかその機械を通じてメッセージが来る。その時きっとお前は俺と同じことをするだろう。

牧瀬は絶句してそのメッセージを見つめた。それきり、「メーラー」は声をあげなくなった。次に「メーラー」がなく時は、未来の自分が言った「その時」なのだろう。


















【解説】

本日もご視聴頂きありがとうございます。
これより解説となります。
以降はあくまでも制作者の主観、あとがきとなります。
不要な方は、他の動画をぜひご視聴ください。

牧瀬は「メーラー」を手放すことはできず、いずれ過去の自分からのメッセージを受け取ることになるでしょう。その時どういった行動を取れるかは、その時の牧瀬次第です。
こう言った過去や未来の関係するお話が好きな方には、ぜひ小林泰三著『酔歩する男』を読んでみて頂きたいです。二人の男の過去と未来が絡み合うSFです。

解説は以上となります。
少しでもお楽しみ頂けたならうれしいです。
もしよろしければ、Twitter、Instagramのフォロー、いいね、チャンネル登録頂ければ幸いです。本日もご視聴頂きありがとうございました。

